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平成31年度事業方針

＜基本方針＞

　2025年団塊の世代が75歳以上の後期高齢者となり、3人に1人が65歳以上で5人に1人が

75歳以上になるという2025年問題で、介護人材が34万人不足すると言われています。小

国郷では、超高齢化・超少子化が益々進み、生産年齢人口の減少の上、介護職離れで当法

人もかなり深刻な福祉人材不足となっています。昨年12月に入管法が成立し、今年の4月か

ら外国人労働者の受け入れが拡大され、介護現場でも外国人が働ける仕組みになり、今後

人材不足対策として視野に入れて考えていかなければなりません。しかしながら、現状こ

のまま人員配置基準が固守できたとしても、また退職者が出、人材の確保ができないので

あれば一時的に事業の縮小の必要があると考えます。また、介護職員の負担軽減と介護業

務の効率化として、介助入浴機器や介護記録等のペーパーレス化を考慮し介護記録等のICT

化の導入準備を検討し、効率的な介護の提供体制を整備していきます。

＜事業目標＞

１．社会福祉法人としての使命と地域･ご利用者に愛される施設

　　　ご利用者の尊厳の理念を踏まえ、各事業のサービスの質の向上に邁進し社会の信頼

　　　と責任の下で社会福祉の担い手として役割を果たしていき、南小国町小国町の両町

　　　の高齢者の福祉拠点として、地域・ご利用者に信頼され愛される施設をめざし、こ

　　　れからも社会福祉法人としての公益性と使命を認識し、社会貢献に努めて参ります。

２．人事制度の導入後の確立と効率的な介護業務の整備と職員育成

　　　職員の労働意欲の喚起の為のキャリアパスを推進し、職員のキャリアアップを明確

　　　にする人事考課の構築を強化し、介護業務の効率化として座ったまま入浴できる介

　　　助入浴機器の導入や介護記録等のICTのシステム準備期間とし、人・時間・物等のロ

　　　スがないように検討して参ります。また、認知症実践者・リーダー研修や喀痰吸引

　　　等研修等々を受講し、職員の質の向上とモチベーションを上げ、年次有給休暇の取

　　　得促進や資格取得に対する支援（介護職員実務者研修受講料貸付制度）を継続し、

　　　育児や介護の職員に対して柔軟な勤務時間の設定と離職することがない様に引き続

　　　き支援をしていきます。

３．法令遵守・職員の行動指針の厳守

　　　法令を遵守し、職員の行動指針を基本にご利用者方々に笑顔で接し、安全で安心し

　　　たサービスが提供できる様に努め、ご利用者の個別の意思と人格を尊重し、プライ

　　　バシー保護の配慮をし、ご利用者に対する言動に気を付け、温かい心と優しい手と

　　　観察する眼で実践する支援に努めて参ります。

＜理念＞

　「ご利用者の尊厳の保持」　　「自立・自律支援」　　「温かく・優しく・笑顔で」

＜基本方針＞

　　一日を生き生きと、そして平穏に温かく優しく、いたわりの気持ちを大切に笑顔で接

し、できることは自分で一歩でも家庭生活に近づけられるよう支援します。

＜職員訓＞

　一．公平　　等しく平等に

　一．謙虚　　すべての人を大切に

　一．信頼　　常に頼られる人に

　一．反省　　一日をこれで良かったか省みる

　一．向上　　目標を目指して頑張ろう

　　私達職員は、ご利用者を温かく見守り、楽しい生活の場とし、活力のある職場とする

　　ため互いに研鑽努力する。
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特養特養 地域密着型ホーム地域密着型ホーム

福寿苑福寿苑

春  爛  漫
悠清苑の周りの桜も見ごろを迎えました。桜につられて笑顔も満開ですね。
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お内裏様・お雛様と一緒に♪
笑顔がたくさん見られました。

ひな祭りひな祭り

福寿苑の皆様は、黒渕の真光寺へ。沢山のお雛様や飾り物を見てとても喜んでおられました。
　　　　　　　　　

３月８日、善正寺婦人会の皆様が来苑され、ご住職に
よる法話の後、歌の披露をしてくださいました。

3月29日、小国郷ライオンズクラブの皆様が来苑され、
藤本流の三味線の演奏と、唄や舞を披露してください
ました。

素晴らしい歌声や三味線の音色に、一緒に歌ったり手拍子をされたりしながら、皆様とても楽しんでおられました。

地域交流会
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『南小国町地域介護・福祉空間整備等事業』
災害時の避難経路であるユニット棟・西棟と福寿苑を繋ぐ３箇所の通路が整備され、３月２５日に完成いたしました。

西棟から福寿苑へ向かう通路 福寿苑の非常口からユニット棟へ
　　　　　　　　　　向かう通路

ユニット棟玄関から福寿苑へ
向かう通路

総合防災訓練 　３月２８日、夜間帯での火災発生を想定した訓練

を行いました。阿蘇広域消防本部北部分署より、宮

川様、阿南様、若宮様の３名の消防隊員の立会いの

下、夜間帯に厨房から出火するという想定で行われ

た訓練では、従来型の夜勤職員と宿直者が連携して

消防への通報や初期消火、他部署への連絡を行いな

がら、御入居者の安全を確保するといった動きを確

認。

その後、水が出る消化器を使っての模擬消火の訓練

も行い、担当した職員らは、落ち着いた様子で訓練

に臨んでいました。

学びの場

　３月２２日、毎週金曜午後に訪問歯科医として悠清苑に来て頂いている阿蘇きずな

歯科医院の我那覇生純先生が来苑され、『口腔のリハビリテーションについて』と題

した苑内研修が行われました。研修では、口腔ケアとは「食べる」「話す」「息をす

る」「表情を作る」という５つの口の機能を良くする為の口腔のリハビリテーション

のことであると話された他、食べこぼしやムセるといった口腔機能低下症についての

説明も行われました。

　また、物を食べるというプロセスを表す「レオポルドの摂食嚥下の５期モデル」に咀嚼を加え、口で噛み

ながら飲み込むというプロセスモデルの説明や、そのうちの１つ又は複数が正常に機能しなくなることが

　　　　　　　　　　　　　『摂食機能障害』であることなどが話され、研修中には、出席した職員らが頷

　　　　　　　　　　　　　きながらメモを取る様子も見られていました。

　　　　　　　　　　　　　　研修の最後には、手でおでこを押すことで飲み込む力を鍛える「嚥下おでこ

　　　　　　　　　　　　　体操」や、悠清苑のデイサービスでも行われている、口を閉じる力・食べ物を

　　　　　　　　　　　　　送り込む力を鍛える「パタカラ体操」を出席者全員で行いました。
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〜新人職員紹介〜

永年勤続者の紹介
悠清苑では、長年勤務された職員に対し、

永年勤続祝い金を贈呈しています。

※20年・30年・40年に永年勤続のお祝い金があります。

山田　泰江

（従来型介護福祉士）

平成21年3月23日入職

佐藤　孝子

（地域密着型介護職員）

平成21年3月23日入職

～10年勤続者～～10年勤続者～

医務室より
　寒い冬が過ぎ、木々の芽吹きや咲く

花の美しさに癒される日々ですが、皆

様いかがお過ごしでしょうか。

悠清苑では入居者の皆様の健康状態を

日々観察し必要な対応をさせて頂いて

おりますが、加えて年に２回、健康診

断のための検査・診察を受けて頂き、

日常の観察の他に、定期的に検査を行

う事で一年間を通して健康管理を行っ

ています。

　医療職だけでなく、施設の職員全体

で入居者皆様の健康を支えてまいりま

す。

　入居者のお体の具合について変化が

ある場合は随時ご連絡差し上げており

ますが、お気づきの点、ご意見がござ

いましたら　どうぞお申し出ください

ませ。

岡田　知世

（介護福祉士）

穴井　夢佳

（介護職）

北里　葉月

（介護職）
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